
1 学校へ行くのが楽しい 31 36 14 6 77.0% 23.0% 1 子どもは学校へ行くのを楽しみにしている。 30 25 10 2 82.1% 17.9%
23 学校行事が生徒にとって魅力あるものとなるよう、工夫、
改善を行っている。 16 25 2 0 95.4% 4.7%

14 学校祭・体育祭・宿泊研修などの学校行事は、楽しみで
ある。 43 30 9 5 83.9% 16.1%

23 体育祭や校外学習・宿泊学習などの学校行事は、生徒
が参加しやすいよう工夫されている。 31 34 2 0 97.0% 3.0%

24 生徒会の運営と活動が自主的にできるよう、担当者の支
援が行われている。 16 25 2 0 95.4% 4.7%

15 生徒会・委員会活動を通して学校が良くなっていると思
う。 25 42 9 11 77.0% 23.0% 24 子どもは、積極的に部活動に参加している。 31 21 4 11 77.6% 22.4%

16 クラブ活動に魅力を感じている。 35 31 7 14 75.9% 24.1%

21 教室や特別教室・体育館などは授業や生活がしやすいよ
うに整備されている。 37 37 8 5 85.1% 15.0%

2 授業はわかりやすく、楽しい。 23 46 11 7 79.3% 20.7% 6 子どもは、授業がわかりやすいといっている。 17 40 10 0 85.1% 14.9% 7 学習形態の工夫・改善を行っている。 9 28 4 2 86.1% 14.0%

3 自分の考えをまとめたり、発表することが多い。 14 41 23 9 63.2% 36.8%
8 コンピュータ等のICT機器が、各教科の授業などで活用さ
れている。 22 19 2 0 95.4% 4.7%

4 授業の内容や教え方など工夫している先生が多い。 30 41 12 4 81.6% 18.4%
9 授業の中で、自立活動の指導に当たっては個々の生徒が
興味をもって主体的に取り組めるように工夫している。 12 21 10 0 76.8% 23.3%

5 学校生活で、将来の進路や生き方について考える機会が
ある。 50 26 6 5 87.4% 12.7%

14 学校は将来の進路や職業などについて適切な指導を
行っている。 24 39 4 0 94.0% 6.0%

14 生徒が将来の進路や生き方について考える機会を多く設
けている。 31 11 1 0 97.7% 2.3%

6 学校は進路についての情報を知らせてくれる。 38 36 8 5 87.4% 12.7%
15 生徒一人一人が興味・関心、適正に応じて進路選択が出
来るよう、きめ細かい指導を行っている。 28 14 1 0 97.7% 2.3%

7 先生以外の外部の方から、進路に関する話をきくのはた
めになったと思う。 38 35 8 6 82.8% 10.3%

16 進路指導において、福祉・労働機関等の関係諸機関と緊
密な連携が出来ている。 26 15 2 0 95.4% 4.7%

8 担任の先生に、困っていることや悩みを相談できる。 30 41 12 4 66.7% 33.3%
20 教職員は、いじめなど子どもが困っていることがあれば、
真剣に応じてくれる。

26 33 7 0 89.4% 10.6% 4 この職場においては教職員の服務規律への自覚が高い。 9 23 10 1 74.4% 25.6%

9 担任の先生以外に、保健室や相談室等で気軽に相談でき
る先生がいる。 23 30 22 12 60.9% 39.1% 27 教職員は、子どもの障がいを理解している。 25 29 4 0 93.1% 6.9% 12 教職員は生徒の意見をよく聞いている。 18 22 2 1 93.0% 7.0%

10 先生はいじめなどについて困っていることがあれば、真
剣に対応してくれる。 37 31 13 6 78.2% 21.8%

30 教職員は、すべての教育活動において、子どもの人権を
尊重する姿勢で指導に当たっている。 25 28 5 0 91.4% 8.6%

17 教育相談体制が整備されており、生徒は学級担任以外
の教職員とも相談することが出来る。 23 18 2 0 95.4% 4.7%

18 先生は、自分のことを理解してくれている。 32 37 10 8 79.3% 20.7% 26 生徒の人権を尊重し、日常の教育活動を行っている。 23 18 0 0 100.0% 0.0%

19 先生は、みんなの意見を聞いてくれる。 42 32 9 4 85.1% 14.9%

20 学校生活についての先生の指導は納得できる。 38 33 10 6 81.6% 18.4%

11 命や人権の大切さについての学習はわかりやすく役に立
つ内容である。 38 36 8 5 85.1% 15.0%

19 学校は、子どもの発達段階や実態に応じて生命を大切に
する心や人権を尊重する態度を育てようとしている。 20 39 6 0 90.8% 9.2%

13 教育活動において、生徒が命の大切さや人権尊重の態
度を身につけるよう配慮している。 15 23 5 0 88.4% 11.6%

12 社会のルールについての学習はわかりやすく役に立つ内
容である。 38 35 8 6 83.9% 16.1%

22 道徳教育は、年間指導計画に基づき、継続して行ってい
る。 8 24 9 2 74.4% 25.6%

性
に
関
す
る
指
導

13 性に関する学習は、毎年あり、わかりやすく役に立つ内
容である。

39 32 8 8 81.6% 18.4% 81.6% 18.4%
21 性に関する指導は、段階を追って計画的に実施されてい
る。

18 38 6 1 88.9% 11.1% 88.9% 11.1% 25 性に関する指導は、系統的・計画的に行われている。 25 16 0 0 100.0% 0.0% ##### 0.0%

・3属性共に比較的高い肯定率となっている。ただし、生徒と教員の間で肯定率に大きな隔たり
がある。このことは、設問で、生徒においては「わかりやすく役に立つ」か質問されているのに
対し、教員では「計画的に実施されている」ことについて設問されている違いが一因と考えられ
る。現状、年間指導計画の作成・周知とともに、指導内容がしっかりと引き継がれていること
で、確実な実施ができているので、内容を生徒により分かりやすいものにブラッシュアップする
ことで、更なる向上が見込まれる。

25 学校は個別の指導計画・教育支援計画の目標や手立て
等について、説明をしている。 30 34 3 0 95.5% 4.5%

27 生徒の指導計画・教育支援計画について、本人・保護者
のニーズを踏まえ作成している。 20 20 1 0 97.6% 2.4%

26 個別の指導計画・教育支援計画について、内容・評価を
確認する機会が設定されている。 29 34 3 0 95.5% 4.6%

28 個別の指導計画・教育支援計画について、保護者に開示
し説明している。 28 13 0 0 100.0% 0.0%

28 個別の指導計画・教育支援計画は、本人・保護者のニー
ズを踏まえ作成されている。 25 30 3 0 94.8% 5.2%

29 個別の教育支援計画・移行支援計画の作成、活用につ
いて、関係機関と連携を図っている。 13 24 4 0 90.3% 9.8%

4 通知表は、子どもの学習の達成度を適切に評価できるよう
に工夫されている。 32 33 1 1 97.0% 3.0%

10 教育活動全般にわたる評価を行い、次年度の計画に生
かしている。 10 26 7 0 83.7% 16.3%

5 教職員は、子どもの学習状況や努力を適切・公平に評価
している。 27 38 2 0 97.0% 3.0%

○　平成30年度　学校教育自己診断集計結果

90.8% 9.2%

・本校では、「道徳」として人権学習を行っていることが多いことを踏まえ、今年度は「人権教育」と「道徳教育」
の２ジャンルを１つにまとめた。昨年に続き、3属性共に比較的高い肯定率となっており、本校の人権への取り
組みや人権尊重の意識については一定の水準を超えていると判断することができる。今年度はこれまでの取
り組みに加え、生徒を対象にしたLGBTについての特別授業など新たな取り組みを行ったが、今後も社会人と
して必要な人権意識を確実に身に着けることができるよう、新たな取り組みも含め、活動を行っていきたい。

・教員において「22道徳教育は年間指導計画に基づき、継続して行っている。」の肯定率は、昨年より向上し
ているものの（67%→74.4%）、絶対値として低くなっている。次年度は年間指導計画を確実に作成した 上で、そ
れに基づいた授業実施を行う必要がある。

・保護者・教員共に非常に高い肯定率となっている。特に教員では昨年よりも大幅に肯定率が
増している。ジャンル内の項目の変更もあるが、地域支援部による個別の指導計画・支援計
画についての研修や啓発により教員の意識が高まっている可能性もあり、今後も維持をして
いきたい。

・保護者では高い肯定率となっており、生徒評価が適切に行われていると捉えられていること
がうかがえる。

・教員では保護者に比べ肯定率が低いことから、評価の次年度以降の活用について不十分で
あるとの認識があると思われる。計画→実行→評価→点検→次の計画と適切なサイクルを運
用し、支援の質を高められるよう、引き継ぎや情報共有、相談の体制を強化していきたい。

結果と考察

・３属性共に前回よりも肯定率が上がっている。特に、生徒・教員共に５％以上向上しており、
行事の改善や部活動への参加など教員が意識的に取り組んだことに対して一定の成果が見
られたことがうかがえる。

・生徒会・委員会活動については、前回より数値を落としているが（生徒84%→77．0%）、設問内
容を「参加している」から「活動を通して学校が良くなっていると思う。」と変更したことが原因と
考えられる。見かけの肯定率は下がることにはなるが、各委員会活動が活発化している中で、
今後はこの設問内容での数値の変化を見極めることが重要だと考える。

・クラブ活動について、今年度の新入生を積極的に勧誘し、参加率を高めることができた。そ
の上で、昨年同様希望者の途中転部を認めると共に、ルールは敷きつつも参加の強制をしな
い形での活動を行ったことにより、退部者を抑えることができている。結果、昨年よりも大幅に
肯定率を上げることができている。（生徒61%→75.9%）。

・新しい項目である、21の学校設備についてはまずまずの肯定率であった。（生徒85.1%）

・昨年と比較すると、生徒・教員では大きな変化は見られなかったが、保護者ではやや肯定率
の減少が見られる（93%→85%）。授業内容についての問題も考えられるが、昨年は回収率が
低い中で肯定率が非常に高かったため、回収率の上昇（51.0%→71.3%）に伴う数値の妥当化と
も考えられる。

・生徒の項目では、「3自分の考えをまとめたり、発表することが多い。」について肯定率が低く
出ているが、年々数値は向上しており（53%→58%→63.2%）徐々にではあるが取り組みの効果
が出ていることがうかがえる。

・教員の項目で、「9自立活動」の項目で昨年よりも大幅に肯定率が向上している（61%→
76.8%）。このことから授業における自立活動について教員の意識が高まっていることがうかが
える。

・３属性共に高い肯定率となっており、本校の大きな強みであることが改めて確認された。

・保護者においては肯定率が高く、昨年と比べても大幅に上昇している（74%→94.0%）。このこ
とは、肯定率の低かった「13学校以外の相談機関の情報を学校から入手できる」の項目を『情
報発信・地域連携』のジャンルに移したことが大きいが、もう一方の「14学校は将来の進路や
職業などについて適切な指導を行っている。」を見ても肯定率は向上しており（88%→94%）、学
校での進路指導の内容が保護者に伝わると共に、満足度が向上したと考えられる。

・教員においては3項目とも95%を超える非常に高い肯定率となっており、本校の進路指導につ
いて自信を持っており、強みと認識していることがうかがえる。一方で、教員と生徒の肯定率差
が10ポイント超あり、昨年よりも広がっているため、生徒に魅力が充分に伝わっていない可能
性もある。

・昨年の結果では生徒×教員の間で肯定率に大きなギャップ（25ポイント）が見られたが、今
回では15ポイントの差と改善されており、保護者とのギャップも少ない為、３者間での認識が近
づいてきていると判断できる。

・生徒の「8担任の先生に困っている事や悩みを相談できる」や「9担任の先生以外に保健室や
相談室等で気軽に相談できる先生がいる。」について、昨年よりもそれぞれ約10ポイント肯定
率が高くなっている。昨年から実施されている「ランチタイム相談室」（毎日）や本年より始まっ
た「何でも進路相談室」（水曜日）の他、保健室や分掌長、学年付き教員の丁寧な生徒支援が
少しずつ数値に表れていると考えられる。ただし絶対値としては未だ低い肯定率となっている
ため更なる施策を検討する必要がある。

・教員の「4この職場においては教職員の服務規律への自覚が高い。」の項目について他項目
より数値が大幅に低くなっており（74.4%）、服務規律に関する認識が共有されていない可能性
がある。どのような点でこの結果が出たのかを確認し、再度共有を図る必要性がある。
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17 地震や火災などがおこった場合、どうしたらよいかを、わ
かりやすく知らされている。 43 29 11 4 82.8% 17.2%

10 地震や台風などの場合の対応について、子どもや保護者
に周知されている。 35 29 3 0 95.5% 4.5%

1 個人情報保護の観点から、生徒の個人情報に関する管理
システムが周知されている。 19 16 6 0 85.4% 14.6%

22 学校では、子どもに関するプライバシーが守られている。 22 44 1 0 98.5% 1.5%
2 事故、事件、災害等に対して迅速かつ適切な対処ができ
るよう、役割分担が明確化され、周知されている。 19 18 5 1 86.1% 14.0%

3 学習の諸活動において安全指導が徹底している。 16 25 2 0 95.4% 4.7%

2 学校は教育活動全般について、子どもや保護者の願いに
よく応えている。 20 41 5 1 91.0% 9.0%

7 学校が保護者に出す文書・事務連絡等がわかりやすい。 22 41 4 0 94.0% 6.0%

8 学校は、子どものことについて保護者の悩みや相談に適
切に応じてくれる。 25 35 7 0 89.6% 10.5%

9 子どもの心身の健康や障がいの状況について、気軽に学
校に相談できる。

25 36 6 0 91.0% 9.0%

11 学校は、教育方針をわかりやすく伝えている。 23 38 5 0 92.4% 7.6%

15 PTA活動に参加しやすい。 8 31 21 4 60.9% 39.1%

16 この学校の授業参観や学校行事に積極的に参加してい
る。 13 34 12 7 71.2% 28.8%

17 学校は、保護者が授業を参観する機会を設けている。 31 28 6 1 89.4% 10.6%

3 学習の内容・学校生活の様子を懇談や学年通信によっ
て、知ることができる。 25 40 2 0 97.0% 3.0%

18 情報提供の手段として、学校のホームページが活用され
ている。 18 20 4 1 88.4% 11.6%

12 学校のホームページはわかりやすい。 11 42 12 0 81.5% 18.5%
19 教育活動に必要な情報について、生徒・保護者や地域へ
の周知に努めている。 10 25 6 2 81.4% 18.6%

13 学校以外の相談機関の情報を学校から入手できる。 13 29 21 2 64.6% 35.4%

18 学校は、保護者や地域の人たちから意見を聞く機会を
持っている。 12 41 12 0 81.5% 18.5%

29 学校は、子どもが地域や企業、他の学校の子どもたちと
交流する機会を設けている。 21 30 7 0 87.9% 12.1%

20 学校は、保護者や地域の人々と接する機会を多く持って
いる。 10 22 9 2 74.4% 25.6%

21 近隣の学校などとの校種間連携の機会を設け、教育活
動全般に生かしている。 7 15 17 4 51.2% 48.8%

5 指導内容については、生徒の実態に合うように教職員間
で話し合いがもたれている。 19 18 6 0 86.1% 14.0%

6 職員会議・学年会等の会議が教職員間の意思疎通や意
見交換の場として有効に機能している。 12 21 9 1 76.8% 23.3%

30 いじめ（疑いを含む）が起こった際の体制が整っており、
迅速に対応することができている。 17 21 3 1 90.5% 9.5%

31 学校運営に、教職員の意見が反映されている。 4 19 13 5 56.1% 43.9%

32 日々の教育活動における問題意識や悩みについて、気
軽に相談し合えるような職場の人間関係ができている。 7 22 10 2 70.7% 29.3%

33 学校予算のルールについて、周知された上で編成・執行
がされている。 9 18 12 2 65.9% 34.2%

34 初任者等、経験の少ない教職員を学校全体で育成する
体制が取れている。 6 14 17 4 48.8% 51.2%

研
修

11 研修・研究に参加した成果を、他の教職員に伝える機会
が多く設けられている。 6 17 17 3 53.5% 46.5% 53.5% 46.5%

肯定率について、前々回よりは高いが前回よりは大幅に低い数値となった（39%→75%→
53.5%）。
他校などで行われる交流会の案内などが昨年よりも多くなされた。一方で、研修の機会等は
縮小しており、肯定率の下降の原因と考えられる。

評価
ジャンル 生徒 1 2 3 4 肯定 否定 肯定 否定 保護者 1 2 3 4 結果と考察否定 教員 1 2 3 4 肯定 否定 肯定

・ジャンルとしての肯定率はほぼ昨年と同等の結果であった。

・既存の項目である項目5・6・30についてはいずれも昨年と比べて高いポイントとなっており、
教員間連携の改善がみられる。特に「30いじめ（疑いを含む）が起こった際の体制が整ってお
り、迅速に対応することができている。」については上昇値でも絶対値でも昨年より改善されて
おり（83%→91%）、校内的にいじめに対して組織だって対応する体制ができていると捉えること
ができる。

・一方で新規の項目31・32・33・34についてはいずれも肯定率が低くなっている。
31の学校運営への意見反映については、６で職員会議・学年会議などの会議における意思疎
通がある程度肯定されているため、会議での意思疎通の強化はこれまで通りに行いつつ、会
議以外での情報共有や意思疎通の機会を設けることが１つの対策となりそうである。
33の学校予算のルールについては、興味が薄かったり、知識がない為に認識できていないこ
とが多くあると思われるので、現在事務から行われているものに加えて情報発信が必要であ
ると考えられる。
32と34の問題意識や悩みへの対応・経験の少ない教員への支援体制については、困り感の
ある教員への支援体制という意味で共通の課題といえる。34については全ての設問の中で唯
一肯定率が50%を下回っており、早急な対策が必要である。まずはアンケートや面談などで経
験の少ない教員がどのような問題意識や悩みといった困り感を持っているのかを確認し、実態
を把握した上で対策を考える必要がある。
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・いずれの属性においても８０%を超える肯定率となっている。昨年と比較し、生徒においては
－５ポイント（88%→83%）、保護者・教員についてはほぼ昨年と同様の結果となっている。今年
度は地震や台風など大きな災害が多くあり、緊急体制や安全指導が直接試される機会が多
かった中で、一定の評価を得ることができたと考えられる。ただし、今後も大規模な地震など
様々な災害が想定される中で、緊急時の体制や対応についてより詳細な計画を作成し、周知
を行うことが重要であると考える。

・昨年まで「教育相談」のジャンルの項目を今年度は「家庭との相互理解」のジャンルに組み込
んだ。その上で、昨年と肯定率を比較すると、３ポイント低くなっている。内訳をみてみると、２
つの原因が浮かび上がってきた。
１つは、項目２・８の「学校は子どもや保護者の願いや悩みに答えてくれる」といった内容で５～
10ポイントの減少が見られ、個別対応の満足度がやや下がっていることがうかがえた。
もう１つは、項目15や16のPTA・学校行事への参加についての項目の減少で、特にPTAにつ
いては20超ポイントが減少している。
個別対応の項目については、それでも約９割の肯定率を得ることができており、今後の保護者
対応について丁寧さを意識して行うことで維持は可能かとも考えられるが、学校参加について
は共に75％を割り込んでおり、対策が必要であると考える。
行事については、下記「情報発信・地域連携」の項目で、懇談や学年通信・ホームページの肯
定率が高いことから、情報としては保護者の元に届いていると考えられるので、いかに保護者
が参加してみたいと思うイベントづくりを行うか、もしくは、以下に参加してみたいと思うような伝
え方・見せ方をするかが手段として挙げられそうである。
PTAについては、役員の保護者のモチベーションにより大きく左右されていることが予想できる
が、この形だと活動の量や質が全く定まらない状態となってしまう。そのため、まずはPTAにつ
いてどうとらえるのか、あくまでも学校とは切り離したものとして自主性に任せるのか、それとも
生徒のために意見を出し合いながら一緒に何かを行っていくのか、扱いを定める必要があると
考える。その上で、仮に一緒に何かをしていくというのであれば、保護者のモチベーションに頼
るだけではコントロールできないため、必要な支援や手入れを行っていくことが必須であると考
えられる。

・前回・今回共にこのジャンルは保護者にしか設問が無かったため、次年度以降は少なくとも
教員の属性では同ジャンルの設問を設定すべきである。
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・前回と比較し、教員では約５ポイント肯定率が上昇しているが、保護者では昨年よりも10ポイ
ント下降している。これは、昨年保護者の中でも特に低かった進路指導の「13学校以外の相談
機関の情報を学校から入手できる。」項目をこのジャンルに組み込んだことが大きな原因と
なっている。項目のみで判断すると、同項目は昨年よりも５ポイント上昇しており、改善がみら
れる。ただ、未だ絶対値としては低い数値となっているため、また、他の項目を見てみると、学
校ホームページの項目が－７ポイント（89%→82%）となっており、上記と関連して進路情報の充
実など対策を考えていきたい。

・教員では、ほぼ前回と同じ結果となっているが、保護者では肯定率が大幅に上昇している
（72%→87%）。これは、前回肯定率が非常に低かった、校種関連係についての設問を、「近隣
の学校」から「地域・企業、他の学校の子どもたちとの交流」に変更した結果だと思われる。学
校の性質として、企業との連携を重視する一方、近隣の学校との活発な交流が現実的ではな
い中で、今後の対外的な学校のスタンスとしても適切な変更であったと考えられるので、今後
は教員についても設問内容について検討をしていきたい。
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